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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、哺乳類の脳で主要な興奮性神経伝達物質受容体であるイオンチャネル型グルタミン酸受容体ファミリーのメンバーです。コードされるタンパク質は、小脳プルキンエ細胞で選択的に発現する複数回膜貫通型タンパク質です。「lurcher」と呼ばれる表現型に関連するマウス相同遺伝子の点変異は、ヘテロ接合状態では、出生後の発達中に小脳プルキンエ細胞の選択的かつ細胞自律的なアポトーシスに起因する運動失調を引き起こします。この変異のホモ接合型マウスは、胚発生後期に中脳および後脳ニューロンが大量に失われるため、生後まもなく死亡します。このタンパク質は、平行線維とプルキンエ細胞間のシナプス組織化にも関与しています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。このドメインにおける変異：PDZ結合モチーフはGOPCとの相互作用を媒介する。,機能：グルタミン酸受容体。L-グルタミン酸は中枢神経系の多くのシナプスにおいて興奮性神経伝達物質として作用する。グルタミン酸のシナプス後作用は、選択的アゴニストに応じて命名された様々な受容体によって媒介される。,類似性：グルタミン酸依存性イオンチャネル（TC 1.A.10）ファミリーに属する。,サブユニット：AIP1、AP4M1、BECN1、GOPC、GRID2IP、SHANK1、およびSHANK2と相互作用する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;長期うつ病;
	画像データ
	

	GRID2抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GRID2抗体を用いたマウス脳ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GluR-δ2ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

